
2025.10.27 土のあるところ
うちで農園 小勝正太郎



農園の紹介



農園の様子



よみがえりトマト 美味しさの秘訣

農薬を減らす工夫

として食用油や納豆

菌の仲間を駆使。

普通の採り方をやめ、

青みを残さない

完熟どりの深いコク。

マグネシウムや

カルシウム豊富。

安全な飲用井戸水。

ひたすら研究。

温湿度は無論、

CO2 濃度さえ計測。

栽培が難しい

じゃじゃ馬品種。

味は逸品です。





2013年 大学生だった

・世の根痛み

・家族、働き方、コミュニティ

・心の健康、環境、食

・世界に羽ばたく「翼」以前に、まず足元にある、

生きてゆくための「根」の部分を再生しなければならない。

→農業にはその力があるのではないか？

・大学で福祉政策、地方自治について学ぶ。

・子供・若年層の福祉、心の健康（精神保健福祉）

・大卒後、清瀬市の関ファームで2年間農業研修。

・代々農家だが兼業農家→専業農家的に。0ではないが1から。



なぜ農業を始めたのか？
農業の癒しの力（ヘルスケア・健康づくり）の可能性を非常に感じたから

①人が生きるための「根」の部分を立て直せる。

 国民5大疾患となった心の病(2013) ※精神疾患の約75％が20代前半までに発症

 根：体と心の健康、家族（親密性）、コミュニティ、自然環境

 “ケアとは個人をその底にあるコミュニティや自然に繋ぎ直すこと(広井良典)”

②ヘルスケア市場などに都市農業を食い込ませることができる。

 高齢化のトップランナー我が国のヘルスケア市場 2021年24億→2050年76億

 東京型ケアファーム・園芸療法、農業体験・グリーンツーリズム、貸し農園、美と健康に役立つ野菜
商品の開発（機能性表示、農産加工食品、化粧品）、 環境共生型不動産・みどりのリノベーション

近藤卓「共有体験が育む基本的自尊感情」
YOKOHAMA EYE’S 2017



サツマイモを東京名物にすることで
農業の癒しの力を最大限に発揮したい。

そのために武蔵野の落ち葉堆肥農法の復活が
必要なので、習得したい。

これから取り組みたいこと



夢１ おいも堀りを東京名物に
 サツマイモのポテンシャル

 スイーツ（第4次やきいもブーム）、グリーンツーリズム・環境教育、防災等

 おいも掘り、おいもフェスを東京名物にして目指せ5000人/日の集客 cf.トマトフェス

 サツマイモスイーツをたくさん開発！(6次産業化)

 世界農業遺産(落ち葉堆肥農法)を府中市から復活！(グリーンツーリズム）

 学校給食のサツマイモも100％府中市産に！(地産地消) ※8t、令和5年度

埼玉県三芳町多福寺での落ち葉集めイベント 2023年 さつまいも博HP



夢２ 農業×ヘルスケアで利益1億の会社にする

 高齢化のトップランナー我が国のヘルスケア市場 2021年24億→2050年76億

 美と健康に役立つ野菜商品の開発

（農産加工食品、機能性表示食品、化粧品、生活雑貨）

 東京型ケアファーム・園芸療法

 農業体験・グリーンツーリズム、貸し農園

• なぜ1億か？
• 1億×30年（自分が生きている時間）=30億
• 30億あれば相続が万一最悪の結果となっても農地がすべて現状維持できるから。
• しかし現状維持だけでは仕方ない……

農家で認知症ケア――オランダで広がる「農業＋介護」
ダイヤモンドオンライン https://diamond.jp/articles/-/74556

うちで農園 農家も使っている日焼け止めミスト
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武蔵野の落ち葉堆肥農法

● 循環型農業 400年武蔵野の雑木林から落ち葉を集め、堆肥化して関東ローム層を土壌改良。

● 世界農業遺産(2024)、日本農業遺産、トトロの森、川越圏のいも文化

● 冬の落ち葉の匂い、踏んだときのふわっとした感触とぱりっとした音



武蔵野の南端 府中から再生する

● 府中市は武蔵野の南端。落ち葉堆肥農法ももちろん行われていた。

● 落ち葉堆肥農法のサツマイモづくりを再生させたい。

– 都市住民が自然に触れる起点に。産業・食育・福祉・防災・環境と繋げる。

– 若年層にとってのローカルアイデンティティ＝心の故郷の大切さ。

● 点在する細切れの畑は東京に残されている。住宅地になってしまう前に。



落ち葉堆肥農法にサツマイモを組み合わせて最強になる

１．栽培面
●自然災害・異常気象に強い：①干ばつ ②台風 ③高温

２．利用面
●スイーツ適性がある
●健康食になる：罪のないスイーツ、
低GI、野菜的機能×穀物的機能

●防災食になる：長期貯蔵できる。
干し芋や乾パンにも。

●グリーンエネルギーになる：
光合成効率が非常に高い

サツマイモスイーツ店をOPENしたい！



お手本 川越いもの子作業所

いも類振興会（2024）『いも類振興情報 No.160』より

埼玉県川越市の知的障害者自立支援施設

・府中の久遠チョコレートになれるよう製造体系とブランディングを確立する。



干し芋と農福連携



ChatGPTに聞いてみた

いも炭で生ゴミコンポスト消臭→畑に還せばさらにCO2固定





サツマイモ栽培の何に苦労したか

・初心者・独学→4年間まともなサツマイモの収穫は皆無。

・ハリガネムシによる食害
・苗の取り置きの失敗
・貯蔵の失敗
・異常気象による壊滅的被害
・基腐病：2018年日本で初発生。当園でも2023年に発病。
・ようやくできたと思った5年目にはネズミにより壊滅…

・というより農業自体の難易度が尋常ではなく高い。
・いわゆる「無理ゲー」となっている。



サツマイモ栽培の普及

普及のためには、販路として学校給食などの業務用の実需者の存在が重要
現在は青果の業務需要が6割。小売は減少(農水省(2022)「加工・業務用野菜をめぐる情勢」)

共同直売所の逆機能：市場出荷より価格は上がれど技術交流が…？
4定の壁：定価、定質、定量、定時



府中農業の魅力



府中市の農業１ 武蔵野と多摩川の交差点
 「武蔵野」の最南端 府中～川越

 角川武蔵野ミュージアム

 月、クリ・コナラなどの原野。東京・埼玉の原風景。

 農業：落ち葉堆肥農法（日本農業遺産）、ヤマ、関東ローム層

 ハケの下 太古の多摩川流域
 湧き水を生かしたワサビ田、稲作、田んぼ土

 特産 押立のコマツナ、是政のワケギ、人見のシイタケ

 かいこ 「布をさらして白糸・染谷」府中郷土かるた

トトロの森

公益財団法人トトロのふるさと基金HP
https://www.totoro.or.jp/intro/national_trust/index.html

第2次府中市環境基本計画書
https://www.city.fuchu.tokyo.jp/gyosei/kekaku/kekaku/ka
nkyo/kankyokihon/dai2jikankyokeikakusyo.html



府中市の農業２

 農業の今 ※府中市の面積 2943ha

 面積 1200ha(1954)→461ha(1970)→132ha(2021)

 農家数 949戸(1970)→417戸(2021)

 2021データ 農業従事者数937人、平均年齢65.3歳

 戦後の人口増→住宅化 都市に畑は不要？
平成16 年度の府中市内の農地の位置図（黒い斑点部分が農地）

第2回府中市農業振興計画策定検討協議会資料
http://www.city.fuchu.tokyo.jp/smph/gyosei/kekaku/kyogikai/gyosei/nogyokentou/nogyosakutei/dai2kai_kekka.html



農業体験
• 農業後継者の仲間と一緒に行った「トウモロコシ迷路」イベント
• 来場者数400人超えた(と思われる)



農業体験
• 伸びしろまだまだあり

• イベントで数千人を呼ぶ練馬区
• 4000人呼んで駅長から感謝された日野トマトフェス

• 需要、市場規模が案外大きいが供給量が少ない
• 8000円/日よりも価格競争力のある日帰りレジャー

• LINEオープンチャット「大地のアーティスト」

• 民間事業者とのタッグ
• おいもフェスをやりたい



農業経営の課題
①相続税：福祉の磁石、作業場・倉庫への免除、総量規制

②ネズミ





子育てしやすい自治体＝農地の残らない自治体

福祉の磁石（welfare magnet）として子育て支援策が機能？
・人口の吸い上げ：人口をめぐる自治体間競争としての子育て支援策

人口増加→地価高騰→相続における負担増→農地が残らない
・相続は「払う」(相続税)だけでなく「分ける」(均分相続)

相続の「分ける」も地価高騰の影響大。
・各種税の一時的爆増と併せて、
「現金」が信じられない額必要になる

➡しかし本来子どもと畑は相性◎
不幸な歯車を嚙合わせるには…

府中市政策総務部政策課(2016)「府中市人口ビジョン」、p.18



純利1億円の企業を打ち立てねば残せない
自分が死ぬまでに20~30億円貯金があれば万全
相続税を「払う」＆相続財産を「分ける」

東京都最強の農業者に聞いたところ…
相続の度に農地がむしろ増える？

いくら稼げば畑を残せる？



作業場・倉庫等への相続税納税猶予の適用拡大
作業場や倉庫は専ら農業に使うもので、農地と一体。

全国農業新聞 2023.6.23号都市調査会による当園視察 2023.6.11



小勝正男、平成元年(1992年生産緑地法改正の前夜)



小勝正男、平成元年(1992年生産緑地法改正の前夜)



畑があって経済格差が増えるか？
増えるわけない。
→農地転用・売却しないなら、むしろ金銭的には「負」動産

根拠①草刈だけでいくらかかるか…
コメリだと10aで55万円
https://www.komeri.com/contents/jukyuban/01_niwaki/

根拠②東京都の農家所得の統計 1000万以上の売上の経営体
の比率

公的所有は政治動向ですぐ「事業仕分け」される。
私的所有だからこそ日本には長寿企業が多い。

https://www.komeri.com/contents/jukyuban/01_niwaki/


ハケ下の農地減少と浸水リスク

浸水リスクが高い農地の宅地化→街全体の内水氾濫リスクが高まる(雨水貯留機能)
ハザードマップで危険だが土地利用規制は…
自治体が気にすること？：地価が安い宅地は子育て世帯に人気、開発しないと人口流出
台風の大型化は避けられない：海面温度上昇→風速35m/sは来る、風速50m/sも…

野澤千絵・上田聖也・柿沼太貴「最大想定規模の浸水想定区域における土地利用規制別の人口推移と居住誘導に関する研究
―RRIモデルによる農地の宅地化に伴う貯留機能低下の影響分析を通じて」、都市計画報告集第21巻4号、日本都市計画学会、2023年



最近のネズミニュース

「東京都内でネズミ被害急増、渋谷にワナをしかけたら４時間で３０匹…相談件数は１０年で２倍」読売
新聞オンライン 2024/06/11 https://www.yomiuri.co.jp/national/20240610-OYT1T50222/
世界の大都市でネズミが増加、最大の原因は温暖化米研究
CNN 2025.02.03 https://www.cnn.co.jp/fringe/35228987.html
「すき家」みそ汁のネズミ、冷蔵庫のひび割れから侵入か…加熱されてないことも確認
読売新聞オンライン 2025/03/29 10:25 https://www.yomiuri.co.jp/national/20250329-OYT1T50039/
【ネズミ大量発生】大切なコメまでもが…ネズミによる農作物被害が続出_約80年農家を続けてきた女性は
「こういう年はない…」ネズミ捕り用品は例年の10倍売れて在庫ゼロ状態に〈北海道・福島町〉社会北海
道ニュースUHB 2025年6月22日https://www.uhb.jp/news/single.html?id=51631
沖縄・石垣島で「レプトスピラ症」5人が集団感染 同じ川で泳ぎ発熱や結膜充血 重症化すると腎機能障
害も 沖縄タイムス 2025年10月16日 https://www.okinawatimes.co.jp/articles/-/1692897
ソウルでネズミ感染症への懸念拡大…国会でも「市民の安全対策」要請
KOREA WAVE 10/21(火) 
https://koreawave.jp/%e3%82%bd%e3%82%a6%e3%83%ab%e3%81%a7%e3%83%8d%e3%82%ba%e3%
83%9f%e6%84%9f%e6%9f%93%e7%97%87%e3%81%b8%e3%81%ae%e6%87%b8%e5%bf%b5%e6%8b
%a1%e5%a4%a7%e5%9b%bd%e4%bc%9a%e3%81%a7%e3%82%82%e3%80%8c/
肥沼和之(2025)｢絶対増えてるでしょ…｣｢子猫サイズになってる｣歌舞伎町の《大量ネズミ》新宿区は1229
万円かけて対策も…“恐ろしい現実“、東洋経済オンライン、2025.10.26 https://toyokeizai.net/articles/-
/913235?display=b

https://www.yomiuri.co.jp/national/20240610-OYT1T50222/
https://www.cnn.co.jp/fringe/35228987.html
https://www.yomiuri.co.jp/national/20250329-OYT1T50039/
https://www.uhb.jp/news/single.html?id=51631
https://www.okinawatimes.co.jp/articles/-/1692897
https://koreawave.jp/%e3%82%bd%e3%82%a6%e3%83%ab%e3%81%a7%e3%83%8d%e3%82%ba%e3%83%9f%e6%84%9f%e6%9f%93%e7%97%87%e3%81%b8%e3%81%ae%e6%87%b8%e5%bf%b5%e6%8b%a1%e5%a4%a7%e5%9b%bd%e4%bc%9a%e3%81%a7%e3%82%82%e3%80%8c/
https://toyokeizai.net/articles/-/913235?display=b


農業だけではないネズミ増加による大問題

①病気になる：レプトスピラ症は致死率10~20％
・“人獣共通感染症(zoonosis)が発生する原動力は、人間活動の結
果として生まれる環境の変化である”
（国連環境計画、Six Nature Facts related to Coronaviruses)
・森林の減少→生物多様性の減少→ウイルス保毒個体の密度増加

②火事が起きる
・ネズミが原因の火災：東京都で毎年12件ほど、火災による損害額
5000万円ほど/年

③金がかかる
・新宿区は1229万円の補正予算で対策(2023)



仲間と一緒にネズミ対策

2025年3月より、府中市農業後継者連絡協議会にてダッシュで製作
農地での家ネズミ防除のガイドラインはおそらく日本初



緑が多いとネズミ被害が減る？
●緑被率への注目：米バーモンド大の研究によれば、
緑被率が低い都市ほどネズミ被害が増えていた。

• 次いで緑被率と人口密度がそれぞれ34.3%と19.4%を説明

• 東京都にも「みどり率」という政策目標がある

39

東京大学大学院農学生命科学研究科・農学部HP「地球温暖化は都市にいるネズミを増加させる」
https://www.a.u-tokyo.ac.jp/topics/topics_20250204-1.html 最終閲覧2025.3.15



中古マンションを耐震化し、手が出る住宅へ

既に住宅の数は十分：中古マンション在庫積み上がり、空き家増加。団地も寂れる。
→加えて、2030年以降に中古戸建が大量流通する(団塊世代お持ち家相続の発生)
なのになぜ畑が減り、新しい家を建てるのか？
→「手が出ない住宅」(高すぎ)と「手を出したくない住宅」(駅遠、古い)しかないから。
手が出ない→外国からの不動産投資をどう扱うか。相続税の高い日本人が買い負ける現実
手を出したくない→中古マンションの耐震化工事の合意さえとれれば…

日本経済新聞「家余り1000万戸時代へ活用か解体か「住宅リストラ」待ったなし」2022年9月4日
https://www.nikkei.com/article/DGKKZO64034430U2A900C2MM8000/



住宅の総量規制

住宅を年間何軒しか建てられないと定め、中古住宅市場を活性化させ、同時に空き家対策
ただでさえ住宅過剰の中、狭小住宅を建てるなら将来の不良ストックになるのは必定
2030年に調布駅から徒歩圏内の相続発生見込みの戸建住宅数296戸
府中市の人口：2025年26万2千人→2060年23万5千人
空き家対策費や災害リスク増加v.s.新築住宅の経済効果や人口増効果

日本経済新聞「家余り1000万戸時代へ活用か解体か「住宅リストラ」待ったなし」2022年9月4日
https://www.nikkei.com/article/DGKKZO64034430U2A900C2MM8000/



農業デマの嵐の中で「確からしさ」を求め続けること

● 2025.10.22最新版「オーガニックだから食物アレルギーにおいて安全」

● 育児不安に付け込みまくる農薬デマ

● なぜ？：①農業者人口の少なさ、②訂正してこなかった、④防除への無知（医師等の知識層でも）

● これだけ安全です：農薬登録制度の厳格さ、残留農薬の検出例の少なさ、エコチル調査(環
境省大規模調査)の結果、農薬総使用回数の低下、選択性農薬の登場

● とはいえ…実体のない不安：分からないものを恐れるのはやむなし。農薬の紹介が必要。
しかし最後は顔の見える信頼かも（安全と安心の違い）



府中の農業が日本の農業のために何ができるか

● 人材輩出、送り込み：①防除、②農業機械、③経営、※植物生理学などは後から追い付ける

● おいもの学校

● 農業に関心を持ってくれる人を増やす



そもそも農業は無理ゲーである

①採算性（黒字にならない） ※日本の農業全体に言える
・収入：超低単価で腐る上に増産できないだけでなく価格転嫁もできない。
・支出：資材などなどあらゆる経費が半端なく高騰している。

②相続 ※こちらは都市農業特有（特に東京）
・払う（相続税）：地価高騰。異常な東京の土地価格を基準にした税額。
・分ける（均分相続）：兄妹にわけるために農地を売って現金化……

→このシステムを乗り切ることはどれだけ努力しても事実上不可能。
畑を残す難易度は2024年時点で極限まで高くなっている。

→それでも無理という現実から目をそらさず、徹底的に学び、行動し、
突破口をこじ開けなければならない。

・東京都の人口のピーク 2040年？


